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地域資源の活用と農産物の直売による
山村の活性化
――愛媛県内子町の事例――
篠 原 重 則
 緒 言
今日の農山漁村は，農林水産物価格の低迷，後継者の減少等によって活力の
低下している地域が多い。そのなかで農林水産物とその加工品の直売によって
活力のある農山漁村が幾つか見られる。筆者は元来，四国地方の過疎山村の形
成のメカニズムと，その地域特性について研究を重ねて１）～５）きたが，そのよう
な過疎農山村のなかで活力のあるのは，農林産物の直売所と，そこに農林産物
を出荷する地域住民であることを，しばしば目撃してきた。筆者の近年の研究
主眼は，農山漁村をいかに活性化させるかに移行してきた６）が，過疎農村の農
林産物の直売所とそれに参画する地域住民の活動は，地域社会の活性化に極め
て重要な機能を果たしていることを認識することが７），８）できた。２００３年度よ
り科学研究費の交付を受けて実施している「農林水産物直売事業による農山漁
村の活性化に関する研究」は，このような認識のもとに推進している研究９）～１１）
であり，本研究もかかる研究の一環をなすものである。
農林水産物直売に関する報告書は農林水産省の本庁１２）や，各地方農政局１３）～１９）
で近年出版されている。しかしながら全国を通しての統一的指標にもとづく農
林水産物の直売施設・直売活動に関する実態調査は，農林水産省の消費統計室
において，２００４年度にようやく実施され，２００４年５月にその概要が公表２０）さ
れたところである。農林水産物に関する官庁統計が遅れたのみでなく，研究者
の全国的研究組織も，２００５年３月にようやく形成された状況である。
農産物直売に関する研究は，１９９０年代になって盛んになるが，その研究は
農産物の直売事業が各県の農業改良普及所の生活改善運動の一環として取り上
げられた事例が多かったので，普及所の普及員あるいはその関係者の研究とし
て取り上げられるものが圧倒的に２１）～２８）多い。その研究を通読すると，流通
論の観点を重視した研究，小売業・マーケティングの観点を重視した研究，
消費者の行動の観点を重視した研究，交流拠点・グリーンツーリズムを重
視した研究に大別できるが，堀田学が指摘している２９）ように，直売事業が農村
地域の活性化にどのように寄与しているかの視点に乏しいといわれている。
地理学の分野で農産物直売を手がけた研究としては，鷹取泰子・岡橋秀典な
どの論考がみられる。このうち鷹取の研究３０）は，埼玉県の１１５ヶ所に及ぶ農産
物直売所の立地展開とその類型化を試み，さらに都市近郊型と観光地隣接型の
農産物直売所の地域特性を対比している。一方，岡橋の研究３１）は主として中国・
四国地方の農産物直売所の成立の背景をさぐり，さらに東広島市での実態調査
によって，農産物直売所の類型区分を行い，その存立基盤を究明しようとして
いる。両者の研究は，農産物直売についての地理学の研究に先鞭をつけたもの
として評価されるが，先述の農業研究者の研究同様，直売事業が地域社会の活
性化にどのように連動したかの点は充分に解明しているとは言いがたい。
今回，本論で取り上げる愛媛県内子町の直売所「からり」は，２００３年度の
販売額が５億円に達し，愛媛県屈指の販売額を誇っている点と，直売店と農家
の情報交換システムが整っていることによって，注目されている。本報告の目
的は，農産物直売所「からり」の発展が，内子町の地域資源の如何なる活用と，
住民の参画によって達成されたかの解明にあるといえる。
なお内子町の「からり」に関する研究には，藤目節夫の研究３２），３３）が公表さ
れている。藤目の研究は直売所「からり」の設立・運営を内子町独自のまちづ
くりとの関連でとらえている点と，アンケート調査によって来訪者の属性と来
訪形態，来訪者の「からり」に対する評価，出荷農家の属性と「からり」の開
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設が農業にいかなる波及効果をもたらしたかを解明している点に評価される。
残された研究課題としては，広域的視野にたって，直売店「からり」の地域特
性をどのように描出するか，出荷農家の居住する山村地域が景観的にどのよう
に変貌しているかの究明にあるといえよう。
 内子町の地域特性
内子町は県都松山市から南西４０に位置する山村である。町域には松山市
と宇和島市を結ぶ国道５６号と高速道路の松山自動車道が通じ，愛媛県内では
南予の入口に当たる。内子は藩政時代から明治時代にかけて，和紙の集散地域
と，木の生産地として栄えた。往時の建物は旧街道沿いに今に残り，１９８２
年には国の重要伝統的建造物群保存地区として選定され，今や県内有数の観光
地となっている。
う
内子町の南西部には，肱川の清流に臨む城下町の大洲市，西予市の中心地卯
の まち
之町，南予の中心地の城下町宇和島市がある。大洲市・卯之町・宇和島市には
古い市街地が残り，２００４年には町並博が開かれた観光地として知られる。宇
和島市以南の宇和海はリアス式海岸の風光明媚な海岸線で知られ，由良半島以
あいなん にしうみ
南の地域は足摺宇和海国立公園に指定され，愛南町の西海地区は海底サンゴの
美しい海中公園としても知られる。
肱川の河口は大洲市長浜町であるが，長浜町内の白滝公園はモミジの名所と
して知られる。長浜と伊予市街の間には，国道３７８号が通ずるが，沿線の伊予
ふた み
市双海地区には「ふたみ潮風ふれあい公園」・「ふたみシーサイド公園」がある
が，この一帯は伊予灘に夕日の沈む姿が美しく，「夕焼けこやけライン」とし
て有名である。
以上のように，内子にはその周辺部に観光地が散在しており，観光客の集散
地としても機能している。
内子町の集落の大部分は，中央構造線の南側に展開する結晶片岩地帯の緩斜
面に立地する。内子町の世帯・人口は１９６０年には，３，９５４世帯，１９，７９０人で
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あったが，２０００年には３，６２４世帯・１１，２３１人，老年人口比率２９．１％となり，
愛媛県の過疎山村の一角を形成していた。
１９７９年河内紘一町長が就任してから，地域資源開発の総合開発計画を立案
するとともに，町内を１８のコミュニティを単位とした自治組織に再編し，コ
ミュニティを単位として独自の地域振興策３４）を立案している。農産物直売所「か
らり」も町の総合開発やコミュニティの地域振興策の一環として設立されたも
のである。
 からりの設立と運営
農産物直売所「からり３５）」は１９９６年７月に開設された。その施設は図１に
示すが，施設内には農産物直売所・情報センター・農産物処理加工施設・レス
トラン・駐車場などがあり，１９９５～１９９７年度の農水省の補助事業を活用して
建設され，設立当初の事業費は１３億円余であった。施設は中山川と小田川３６）
図１ 直売所「からり」の施設
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の合流点に立地し，施設内には，来訪者がくつろぎながら昼食をとることので
ち せい
きる催事広場があり，小田川に架設されているつり橋から小田川河畔の知成公
園に散策が可能であり，直売所自体が公園３７）のようになっているのが特色であ
る。
内子町は数次にわたる総合計画とまちづくり計画を策定しているが，２００２
年度には「からり」の基本計画となる「フルーツパーク構想・基本計画書」を
作製している。また農産物直売所という施設の設置よりも農業従事者の意識改
革が先行すべきだとの観点から，１９９５年には知的農村塾３８）を開設している。
また「からり」の設立に先立つ２年前には，１９９９年内子町の国道５６号沿い
に「内の子市場３９）」を開設し，農家主体の直売所の運営の可能性・問題点の検
討，直売活動を志す農家のトレーニングを図っている。「からり」は，このよ
うな諸準備の後に開設されたのである。
内子の「フレッシュパークからり」は，第３セクターで運営されている。施
設のうち直売所と飲食店「あぐり亭」はそれぞれ直売所運営協議会とあぐり運
営協議会に施設を貸与して運営をまかせ，第３セクターは販売額の１５％を手
数料として受け取ることになっている。直売所運営協議会とあぐり運営協議会
はそれぞれ出荷農家と農家の主婦で構成され，下部組織として専門部会４０）を設
け，独立採算制で運営されている。
「からり」の株主構成は表１に示す
が，内子町と内子町民がそれぞれ株の
過半を所有し，農協・森林組合・商工
会の持ち株は少ないことである。「か
らり」は設立当初より，機械化・情報
化が進んだ直売所として，全国的に注
目を集めた。
「からり」への出荷農家は早朝に野
菜・果実等を出荷し，残品を夕刻に引
株 主 名 株 数
内子町 ４００
愛媛たいき農協 ２０
内山森林組合 ６
内子商工会 １
内子町民
（うちからり出荷者）
３６１
（１５８）
町外者 １２
資本金
４，０００万円
１株：５万円
表１ からりの株主構成（２００３年）
注）２００４年度からり研修資料による
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き取るのは，他の直売店と同様であるが，早朝の出荷時に自己のバーコードシ
ールをパソコンで作成し（日時，品目，価格，出荷者を打ち込む），そのバー
コードシールを出荷品に貼付し，売場に配置するのである。からりの情報室は
農家のバーコードとレジの売上情報から，個人別，また「からり」の全体の売
れ行き状況を集計し，これを各出荷農家に知らせるのである。集荷農家とから
りの情報室は表２のように情報を交換する。各出荷農家は端末機を各自備えて
おり，自分の出荷した野菜・果実などの販売状況が定時的に把握できる。した
がって自己の出荷品が売り
切れていると随時追加出荷
もでき，閉店時に自己の野
菜・果実等が売り切れてい
ると，残品を取りに行く必
要がないのである。現在は
携帯電話のメールによっ
て，からりの情報室と畑に
いる出荷農家は情報が交換
できるのである。
「からり」の販売額と出
荷者数の推移は，図２に示
す。「からり」設立の１９９６
年には販売額９，２００万円・
出荷者１７６人であったもの
が，２００３年には販売額４
億１，３００万円，出荷者数
３６０人となっている。この
間に販売額は４．５倍，出荷
者数は２．１倍となってい
写真１ 早朝，農産物を出荷する農夫（２００４年１１月）
自作のバーコードを貼付
写真２ 出荷物を売場に陳列する農夫（２００４年１１月）
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【情報端末画面２】
１＃ 出荷予約
２＃ 販売状況（個人）
３＃ 販売状況（全体）
番号を選んで＃を押して下さい
メニュー画面２：農産物の出
荷予約及び販売状況メニュー
画面
【情報端末画面４】
【販売状況】７月２８日１５時
コード 売上金
０１０ ごぼう ２，７６０
０１１ さつまいも ６，５００
２０１ ぶどう ８，０００
２１７ 桃 ７，５００
２２７ すいか ３，６００
（＃：次画面，０＃：前画面）
販売状況画面（個人）：出荷
した農産物の販売額が１時間
毎に把握できる
１
＃
と
押
す
２
＃
と
押
す
【情報端末画面５】
【販売状況】７月２８日１５時
コード 売上金
０１０ ごぼう １５，７８０
０１１ さつまいも ３７，６００
２０１ ぶどう ２５，０００
２１７ 桃 １１４，５００
２２７ すいか ８９，５００
（＃：次画面，０＃：前画面）
販売状況画面（直売所全体）：
直売所全体の販売額が把握で
き，出荷計画に利用できる
６＃を押す
３
＃
と
押
す
【情報端末画面１】
１＃ からり販売状況
２＃ ニュース
３＃ 天気予報
４＃ 生活情報
５＃ 観光農園情報
６＃ フレッシュパークから
り
番号を選んで＃を押して下さい
メニュー画面１：欲しい情報
の番号と＃を押す。
【情報端末画面３】
【出荷予約】
【新規】
予約日 ７月２８日
コード ２１７ 桃
単価 ２，５００
数量 １０
１＃：修正，２＃：次入力，
３＃：終了
出荷予約画面：出荷予約情報
を情報センターに集中し，販
売用バーコードシールを自動
印刷
表２ からりの農業情報の活用
注）からりの資料による
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販売額 
出荷者数 
4億円 
3億円 
2億円 
1億円 
400人 
300人 
200人 
100人 
一
九
九
四
年 
一
九
九
五 
一
九
九
六 
一
九
九
七 
一
九
九
八 
一
九
九
九 
二
〇
〇
〇 
二
〇
〇
一 
二
〇
〇
二 
二
〇
〇
三 
る。
それでは直売品の品目構成はどのようになっているのであろうか。図３は
「からり」の品目別販売額を示すが，第１位は果樹類で３３．１％，第２位は加
工食品で２５．５％，第３位が野菜類で２２．４％となっている。内子町は山間地で
図２ からりの販売額と出荷者数の推移
注）２００４年からり資料より作成
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果実計 
　ブドウ 
　柿 
　モモ 
　ナシ 
　その他 
0.4 0.8
加工食品計 
　菓子類 
　弁当類 
　その他 
野菜類 
　花卉・花木 
　シイタケ・山菜 
　その他 
あるが故に，冬の寒さが厳しく，愛媛県の特産品の柑橘類は少ないが，ブドウ・
柿・ナシ・モモなどの落葉果樹が多いのが特色である。山間地の一日の気温較
差の大きさは，果実の糖度を高め，美味な落葉果実を育てるのに有利である。
加工食品は菓子類・弁当類などであり，「からり」内の加工場，あぐり亭で生
産されるものもあるが，農村婦人のグループや個人で生産されるものもある。
野菜類以下では，野菜類２２％が突出するが，花卉・花木７％，シイタケ・山
菜６．９％がみられる。シイタケはこの地域が大正年間以降木炭生産が盛んで，
伊予の切炭地帯といわれ，シイタケの榾木として適するくぬぎ林が多いことに
も由来する。
表３は内子町の農林産物の総生産額と出荷先を示す。内子町の２００３年度の
農林産物の生産額は１９．９億円であるが，その生産額の一番多い葉タバコは JT
との契約栽培であり，全量 JTに出荷される。柿の生産は落葉果樹の王座を占
めるが，農協の生産部会の組織が強く，主として農協の共販である。ブドウは
観光農業が盛んで，農園独自の直販体制を確立している。米は農協出荷が圧倒
的に多く，乾燥シイタケは伝統的に森林組合出荷である。「からり」への出荷
比率の高いものは，野菜４１）と果実，花卉と生シイタケであるが，内子町全体の
図３ からりの品目別出荷額
注）２００４年からり資料による
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農林産物の出荷の８％程度を占めていると推定され，農産物の流通形態とし
て，確固たる地位を占めている。「からり」の設立当初は，農産物の流通を支
配する農協や，乾燥シイタケの流通を牛耳る森林組合は「からり」の直売体制
に冷淡であったが，「から
り」の会員数が増加し，農
協の共同出荷より，販売価
格の高い直売活動を抑制す
ることは次第に困難になっ
てきたのである。
表４は「からり」の出荷
者の販売規模別の農家数を
示す。これによると，年を
追って販売額の増加がみら
品 目 総生産額 農協・森連・卸売市場 観光農業 からり からりの出荷割合
米
キ ュ ウ リ
野 菜 類
イ チ ゴ
栗
富 有 柿
梨
桃
ブ ド ウ
葉 た ば こ
生シイタケ
乾燥シイタケ
木 材
木 炭
花 き
１６，９１３万円
６，７０３
１３，２６０
３，５８７
８，７６０
３２，７６６
４，４７８
３，６３３
１８，１４６
６７，９１１
９２１
１１，９４３
５，８９８
５７
４，３１９
１６，６９５万円
６，０９８
４，２００
２，４２６
７，３６０
３０，８４８
２，２４０
１，８９０
３，５６６
６７，９１１
１１，１００
５，８９８
１，９８０
万円
１１，５００
２１８万円
６０４
９，０５９
１，１６１
１，４００
１，９１８
２，２３７
１，７４３
３，０７９
９２１
８４２
５７
２，３３９
１．３％
９．０
６８．３
３２．４
１５．９
５．８
５０．０
４７．９
１７．０
０．０
１００．０
７．１
０．０
１００．０
５４．２
表３ 内子町の農林産物の出荷先（２００３年）
注）内子町役場資料より作成
写真３ 買物客でごった返すからりの売場
（２００４年１１月）
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れ，２００３年現在では，１００
万円以上の販売額は１２４名
（全体の３４．６％）に達し，
うち７００万円以上の販売額
を誇るものは１６名（４．４％）
にも達し，「からり」の直
売事業のみにたずさわっ
て，農業経営の維持できて
いるものもある。
 からりの顧客の発地とその動向
内子町「からり」の農産物直売所への来訪者の発地はどこか，その来訪者が
「からり」をどのように評価しているかなどについては，「からり」と藤目節
夫が共同で実施した２００２年９月２２・２３日のアンケート調査４１）がある。調査対
象者は１，０００名近くに達するが，それは学生などを補助員としてなされたもの
であり，来訪者の地域別発地においても東予・中予・南予の別，松山市・内子
１９９６ １９９８ ２０００ ２００２ ２００３
０～１０万円
１０～５０
５０～１００
１００～２００
２００～３００
３００～５００
５００～７００
７００万円以上
５５
７５
２４
１０
６
５
１
４７
７８
４１
２８
１６
９
４
３
７５
９６
５４
３７
１３
１７
９
４
７７
９７
６５
４６
２４
２１
７
７
９０
８９
５７
５５
２４
２２
７
１６
写真４ マイカーの交通整理をするからりの警備員
（２００４年１１月）
表４ からりの出荷者の販売規模別農家数（１９９６～２００３）
注）２００４年からり資料より作成
地域資源の活用と農産物の直売による山村の活性化 １５７
八幡浜市 
大洲市 
宇和島市 
松山市 
西条市 
新居浜市 
今治市 
からり来訪者の発地 
主な市街地 
JR路線 
高速道路 
国道 
からりの所在地 
内子町の領域 
町・県外などとやや大まかであり，訪問地についても松山方面とか，南予方面
とかやや大まかである。地理学を専門とする筆者には，来訪者の発地が松山市
であってもどの地点から来訪しているのか，観光地を訪れるといっても，どの
ルートを通ってどの観光地を訪れるのかなど，より詳しく地域に落として，１
人の来訪者の動向を統一的に考察してみたいと思い，２００４年１１月２０日（土）
に，ランダムに選んだ５０名の来訪者を対象に面接・聞き取り調査の形態で，
来訪者の属性，「からり」への評価，来訪者の動向などをさぐってみた。以下
の図４と表５がその集計結果である。
図４は「からり」への来訪者の発地を，地図上にドットしたものである。図
４の図郭外の者は千葉県・神奈川県・滋賀県と３名を数えるが，５０名中４７名
のものは，南は宇和島市から，西は新居浜市にかけての者である。うち３６名
のものは松山市とその近郊の者であり，顧客の７０％余は松山市と松山都市圏
図４ からりの来訪者の発地（２００３年１１月）
注）アンケート調査によって作成
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．来訪者の特性
１．年齢
 １９歳以下 ０
 ２０～２９歳 ４
 ３０～３９歳 １５
 ４０～４９歳 ４
 ５０～５９歳 １８
 ６０～６９歳 ５
 ７０～７９歳 ４
計 ５０
２．来訪形態
 個人 １
 家族 ４４
 友人 ５
 その他 ０
計 ５０
３．交通機関
 自転車 １
 自家用車 ４９
 その他 ０
計 ５０
	．からり・古い町並み・観光農園に対する評価
１．からりで最も評価する点は何ですか（２つ解答）
 農産物を買うのによい ４１
 休憩によい ２０
 川に挟まれて公園のような雰囲気がある ３３
 農家の人や直売所の人との交流が出来る ３
 アイスクリームを食べるのによい １
計 ９８
２．内子の古い町並みに行ったことがありますか
 しばしば行く ２
 ときどき行く ６
 たまに行く ３４
 行ったことは無い ８
計 ５０
３．町並み保存に努力した内子町の姿勢をどう思いますか
 大いに評価する ３２
 どちらかいえば評価する ０
 評価しない ０
計 ３２
４．内子町の観光農園に行ったことがありますか
 しばしば行ったことがある １
 ときどき行ったことがある ２２
 行ったことがない ２７
計 ５０
表５ 内子町「からり」の来訪者に対するアンケート調査結果
（２００４年１１月）
注）２００４年調査による
地域資源の活用と農産物の直売による山村の活性化 １５９
を発地とするといえる。
表５のから来訪者の年
齢構成をみると，５０歳代以
上の者が２７名（５４％）を
占めるが，３０歳代のもの
も１５名（３０％）を占め，来
訪者に壮年層も多いのが特
色といえる。来訪形態は家
族単位が４４名（８８％）と
多く，来訪の交通手段は自
家用車利用が圧倒的に多
い。以上のことから「から
り」の来訪者は，松山都市
圏の５０歳代以上の高齢者
が最も多いが，週末には
３０歳代の子供づれの夫婦
も多いことがわかる。
表５のは「からり」の
評価と内子の町並み，観光
農園について尋ねたもので
ある。「からりで最も評価するものは何ですか」の質問に対して，「農産物を買
うのによい」という答えと，「休憩によい」が併せてほぼ同等であり，「からり」
が公園のような雰囲気を持ち，休憩によいという点を高く評価していること
は，注目に価する。
内子は古い町並み保存に力を入れているが，その町並みに行ったことのある
来訪者は８４％に達し，町並み保存に努力した内子町の行政の姿勢にも高い評
価を与えている。内子町は愛媛県下でも観光農園が特に多い市町村であるが，
写真５ からりあぐり亭で昼食をとる来訪者
（２００４年１１月）
写真６ からりあぐり亭のもちつきのイベント
（２００４年１１月）
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「からり」の来訪者の４６％
の人は観光農園にも行った
ことがあると答えている。
からりの繁栄は内子町の町
並み保存や，観光農業の発
展等地域の観光資源の活用
と相乗効果をもっているこ
とがよくわかる。 写真７ 小田川（左）と中山川（右）の合流点に立地す
るからり （２００４年１１月）
写真８ からり催事広場でくつろぐ来訪者
（２００４年１１月）
写真９ 小田川にかかるつり橋とその下で水遊びする子
供たち （２００５年８月）
地域資源の活用と農産物の直売による山村の活性化 １６１
 地域資源の活用
内子町の直売所「からり」の発展は，内子町の地域資源の活用と密接な関連
があるということが推察できる。ここでは内子町の町並み保存と観光農業，そ
れにグリーンツーリズムについて述べてみたい。
 町並み保存
内子町は１９８２年の国の
重要伝統的建造物群保存地
区に選定され，今や愛媛県
有数の観光地になっている
ことについては，既に述べ
ている。町並み保存運動に
ついては，山崎薫の「町並
み保存の背景とその成
果４２）」に詳細に報告されて
いる。それを要約すると以
下のようなものである。内
子町は江戸末期から明治年
間にかけての商家や製所
が旧街道沿いに並ぶ町並み
の美しいところであった。
その古い町並みに最初に注
目したのは，製で栄えた
芳我家の一族で，妻の実家
に帰郷していた内子町八日
い ど
市の画家井門敬二氏であっ
写真１０ 内子町並み保存地区内の上芳我邸
（２００５年８月）
写真１１ 内子町並み保存地区内の修理された民家
（２００５年８月）
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たという。時あたかも全国的に町並み保存運動が盛んになり，１９７２年から文
化庁は全国２２箇所の第一次集落町並み調査を開始した。内子町の町並みはそ
の調査地の一つに選ばれたのである。内子町役場は１９７６年町役場に商工観光
課を設けて，町並み保存を町づくりの一環として推進４３）することになった。１９８２
ご こく
年には内子町の護国，八日市の３．５haが国の「重要伝統的建造物群保存地区」
に選定され，以後国庫補助事業として，保存地区内にある伝統的建造物等の修
理，地区内にある伝統的建物群と調和のとれた修景４４）が行われるようになった。
は が
内子町の町並みを訪れる観光客の推移は，図５に示す。上芳我邸は１９８１年
図５ 内子町の上芳我邸と内子座の入込客数の推移（１９８１～２００３）
注）内子町役場資料より作成
地域資源の活用と農産物の直売による山村の活性化 １６３
0 200d
0 20d
2,500人 
1,000　 
400　 
100　 
に内子町と借地契約を結び木資料館としてオープンし，町並み保存地区内の
観光のシンボルである。一方，内子座は町並み保存地区からは離れた六日市に
あるが，１９１６年（大正６）建築の本格的歌舞伎劇場である。劇場内には，太鼓
図６ 内子町上芳我邸の団体客の発地（２００４年）
注）上芳我邸団体客受付簿より作成
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櫓・木戸・桝席・回り舞台・花道・奈落などがある。町並み保存の流れを受
け，１９８５年には修理復元され，翌１９８６年より一般公開されている。両施設の
観光施設の観光客の推移をみると，逐年増加し，２００３年現在では，上芳我邸５
万人弱，内子座が７万人余，両者を併せると年間１２万人の観光客が来訪して
いることがわかる。
図６は上芳我邸の団体客の発地を示しているが，来訪者の多いのは，中国・
四国地方と北九州であり，愛媛県内では，松山市を中心とした中予地区が多く，
次いで東予地区と南予地区の諸都市に多い。
 観 光 農 業
内子町は中起伏の山地が卓越し，谷底平野の発達が乏しいところから，水田
には恵まれず，山腹斜面に畑地が卓越する山村である。１９６０年の耕地構成を
みると，水田５９６haに対して，畑地は７２７haに達し，水田率は４５．２％にすぎ
なく，四国山地のなかでは，畑地卓越山村の様相を呈する山村であった。１９７０
年からの国の減反政策後は水田は急速に減少し，２００３年現在では水田３３１ha
（２６．７％）に対して，畑地は９１２ha（７２．６％）に達し，畑地のうち樹園地面積
は６６２haを占める有様である。２００３年現在でみると，柿２３４ha，クリ３０４ha，
ブドウ５５ha，日本ナシ１３ha，モモ１１haであり，落葉果樹が卓越する。このう
ちブドウ・ナシ・モモ等は食味のよい利点を生かし，観光農園となっているも
のが多く，松山市に近接しているところから，愛媛県下で，最も観光農業の発
達しているところである。
内子町の農園は，内子町役場の資料によると，ブドウ園が２１，ナシ園が４，
リンゴ園が２，モモ園が１となっているが，観光農園と公表していないものも
併せると，５０園程度にも達すると推察されている。道路沿いの直売店が早く発
達したのは，小田川沿いの国道３７９号沿いにあり，すでに１９７０年ころに開始
されたという。
本格的な観光農業の開始は，１９８１（昭和５６）年神奈川県川崎市の生田高校
地域資源の活用と農産物の直売による山村の活性化 １６５
観光農園自宅 
観光農園所在地 
JR路線 
高速道路 
国道 
 主な県・町道 
河川 
0 4d
の修学旅行生を，４戸の農
家が受け入れたことに始ま
るという。当時の内子農協
は観光農業を認めず，観光
農業を指向する農家を農協
共販から除名したが，除名
された４戸のブドウ栽培農
家は，内子町観光ブドウ組
合を結成し，観光農業を推
進していったのである。観
光ブドウ園が収益を伸ばして行くと，農協共販に従事していたブドウ園のなか
でも内子町果樹観光同志会の名のもとに，１９８５年ころから観光ブドウ園を相
写真１２ 内子 F観光農園でフドウ狩りを楽しむ家族
（２００５年８月）
図７ 内子町観光農園の所在地とその自宅（２００３）
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大洲市 
五十崎町 
国営農地造成地 
JR路線 
国道 
県・町道 
主な河川 
泉ヶ峠団地 
内子町 
0 4d
次いで，開園していく。２００４年現在，先行の内子町観光ブドウ組合に属する
ものは１１農園，農協系の果樹観光同志会に属するものは７農園，どちらにも
属していない観光ブドウ園は３農園となっている。
図７は，観光ブドウ園の所在地と自宅の位置を示しているものである。これ
によると，自宅に近接して，観光農園のあるものもあるが，自宅と観光農園が
数も離れているものもある。それは観光農園は観光客の誘導を第一義とする
ので，交通の便利な，広大で傾斜のゆるやかな優良農地に立地することによる
ものである。
内子町を含む愛媛県の大洲市・喜多郡は大洲喜多地区として大規模な国営農
地開発事業の実施された地域として知られている。その事業は１９７５年に着工
して，１９８８年に完成している。１３年間に及ぶ農地開発事業に費やした事業費
は２１６億円であり，５０６haの農地開発を行っている。４５）図８はその開発地域を示
図８ 内子町の国営農地開発地の分布
地域資源の活用と農産物の直売による山村の活性化 １６７
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しているが，内子町域では１６団地・１１７haが開発されている。内子町の観光
ブドウ園は町域南部に集中しているが，その多くは松山から大洲に通じる国道
５６号に隣接する国営農地開発事業で造成された，広大で緩傾斜地の畑地に立
地しているのである。
観光ブドウ園は食味のよい巨峰，ピオーネなどを主として植栽しているが，
図９ F観光ブドウ園の来客の発地（１９９９年）
注）F観光ブドウ園受付簿より作成
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入園料は大人１，０００円・小学生７００円・幼児３００円で，食べ放題，持ち帰り品
は１１，０００円としている。農園内には，駐車場，トイレ，管理小屋，休憩所
などを設置する必要があるが，設備投資は比較的少額ですみ，摘み取り・選別・
図１０ 内子町の F観光農園からの宅配便の発送先（２００３）
注）F観光農園宅配便送状控より作成
地域資源の活用と農産物の直売による山村の活性化 １６９
箱詰めなどに労力を要さなく，農家が自分で単価を決められるところから，農
協共販や，個人的な卸売市場への出荷に比して粗収入は多い４６）といわれている。
観光ブドウ園の来客の発地はどこであろうか。図９は内子町泉ヶ峠団地（国
営農地開発事業地）に約２．５haの観光ブドウ園を開園している Fブドウ園４７）の
１９９９年の来客受付簿４８）より，来客者の発地を描いたものである。これによる
と，２０６人中１９２人（９３％）は愛媛県内の来客であり，うち５８人は松山市か
らの来客である。
観光ブドウ園の来訪者は，ブドウ狩りを楽しむのみでなく，宅配便を利用し
て，親戚・知人等に内子の
ブドウを宅送するのであ
る。図１０は F農園のブド
ウの宅送先を示すものであ
る。８月１２日から９月１２
日の観光ブドウ園の開園期
間に日本通運のペリカン便
で，５８７件のブドウを宅送
しているが，ブドウの宅送
先は約半数が愛媛県内であ
る。愛媛県以外では，近畿圏・首都圏が多いが，北は北海道から，南は沖縄県
に至る全国各地に，内子の観光園のブドウが宅送されていることがよくわか
る。
 グリーンツーリズム
近年都市住民の農村や農業への関心が高まるなかで，都市住民が農家に民宿
し，農林業の体験を行うグリーンツーリズムが隆盛化してきた。全国的には農
水省の支援を受け，日本グリーンツーリズム協会が結成されているが，内子町
では２００４年，同うちこグリーンツーリズム協会が発足した。内子町では発足
写真１３ 内子廿日市の F観光農園の宅配便の箱詰め作
業 （２００５年８月）
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当時１５戸の農家民宿が始まった。このうち，公営施設が４戸，民間施設が１１
戸を数える。図１１は，その農家民宿の分布を示すが，主として農村地域に点
い お き
在しているのを特色とする。その農家民宿の K（五百木に立地）は，自家水田
を利用して，モミまき，田植え，稲刈りを行い，町内の友人の農園を活用して，
ブドウ・モモ・ナシ・リンゴ狩りが体験できるようになっている。
図１２は民宿 Kの宿泊客の発地を示しているが，隣接する中国・四国のみで
なく，首都圏・近畿圏・中京圏からも，グリーンツーリズムで観客を招いてい
る。グリーンツーリズムの宣伝は町の観光課が一役買い，各種の体験農業など
を企画している。
図１１ 内子町における農家民宿の分布（２００３）
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図１２ 民宿Kの宿泊者の発地（２００３）
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 山村の変貌と今後の課題
中山町には，山腹傾斜に立地する畑作を主体とした集落が多い。内子町の
ぶ りょう
無量の集落は標高１５０～２００m程度の山腹緩斜面に立地する中山町の標準的農
業集落である。表６は無量の２００４年の農家別の土地所有状況と生業を示す。
１９８０年ころには，葉タバコ栽培によって生業を維持する農家が多く，出稼ぎ
農家
番号
田 畑 計
（） 家族員の就業状況（数字は年齢） １９８０年頃の生業





１１，６３２ ４５，７６９ ５７，４００
７，８３０ ２３，０４３ ３０，８７３
４，６７０ ２１，３０２ ２５，９７２
８，６７０ １３，４９７ ２２，１６７
３，０４３ １９，１７８ ２２，２２１
男５５（農業・からり），女４８（農業・からり）
男２７（農業・からり），女２３（農業・からり）
男７５（農業・からり），女７０（農業・からり）
男９（小学生）
男４６（農業・からり），男７４（農業），女７０（農業）
男４６（大洲・工員），女４６（大洲・工員）
女６８（からり・あぐり亭），男１６（高校生）
男５９（農業），女５６（伊予・工員）
女２４（伊予・工員），女８５（無職）
男８６（無職），女７８（農業）
農業・商工会職員
農業（たばこ）
農業（米・ミカン）
左官
役場助役


	



２，８８６ １５，１１８ １８，００３
２，６３７ １２，５４７ １５，１８３
３，９８３ １１，０３８ １５，０２１
４，５７２ ９，３９１ １３，９６３
４，１３４ ９，３１９ １３，４５３
男４５（小学校教員），女４２（看護師）
女１９（専門学校），男１７（高校生）
男８１（無職），女７４（農業）
男６８（公民館長），女６６（農業），男４４（役場）
女４４（専業主婦），女１１（小学生），女８（小学生）
男６３（石工），女６０（農業・からり）
男３０（役場），女３０（専業主婦），女６（小学生）
女４（幼児），女１（幼児），女８６（無職）
男５０（運転手），女５０（給食センター），男７３（農業）
女６８（農業），男１５（高校生），女１４（中学生）
農業（たばこ）
農業
農業（たばこ）
石工・農業（たばこ）
出稼ぎ







９，９２３ ３，１９１ １，３１４
３，０３３ ８，７０１ １１，７３４
１，２１０ ８，５１７ ９，７２７
０ １，９１１ １，９１１
１，００３ ７９３ １，７９６
０ １，２１７ １，２１７
０ １，１０１ １，１０１
女５７（ヘルパー）
男４６（電力保安員），女４２（農業），男１７（高校生）
男１３（中学生），男７９（農業）
男４６（松山・市場），女４５（専業主婦）
男７５（無職），女７４（農業），男３９（内子・建設会社）
男５０（土建業），女５８（専業主婦），女８８（無職）
女８２（無職）
男３１（僧侶），女８２（無職）
農業（たばこ）
タクシー運転手
松山・市場従業員
出稼ぎ
左官
出稼ぎ
僧侶
表６ 内子町無量の農家別の土地所有状況と就業状況（２００４年）
注）土地所有面積は農家台帳による。家族員の年齢は閲覧用住民台帳による。その他の資料
は聞き取り調査による。
地域資源の活用と農産物の直売による山村の活性化 １７３
農家も３戸みられる。２００４
年現在「からり」に農産物
と加工食品を出荷する農家
は，農家番号・・・
である。特にの農家は
家族ぐるみで野菜を栽培す
るのみでなく，加工食品を
製造しているので，「から
り」に野菜と加工食品を出
荷し，「からり」屈指の売
上げ額を誇り，年間販売額
は１，０００万円を超すとい
う。農家番号は，ナシ栽
培・雑穀・野菜の栽培に精
を出している。
図１３は無量の土地利用
状況を示している。これに
よると集約的な土地利用が
見られる反面，一方では荒
地や休閑地も多く，土地利
用の二極分化がみられる。
「からり」の営業開始は，
農業労働力に恵まれ，農業
に意欲を燃やしている農家
には，野菜や果樹栽培に
よって，収入の増加の途を
開いているが，一方では，
写真１４ 内子無量の集落と野菜畑（２００４年１１月）
遠景は横山の集落
写真１５ 内子無量のからり出荷農家の野菜畑
（２００４年１１月）
写真１６ 内子無量の荒廃した畑（２００４年１１月）
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高齢化が進み，後継者も不足している農家には，何ら恩恵を与えていないとい
える。
 結 語
内子町の農産物直売所「からり」は，河内紘一町長の推進する町内に内包す
る各種資源の開発を図る総合開発計画の一環として推し進められたものであ
る。２００３年現在直売所の販売額は４億円余に達し，直売所と出荷農家の情報
交換にすぐれているところから，全国の視察・研修者が訪れ，全国的にも注目
されている直売所の一つである。
直売所の発展を支えているのは，内子町が県都松山市に比較的近く，背後に
南予の観光地をひかえ，「からり」の立地点が，小田川と中山川の合流点にあ
り，直売所自体が，公園のような雰囲気をかもし，高齢者夫婦や子供づれの若
図１３ 内子町無量の土地利用図（２００３年１１月）
注）実地調査によって作成
地域資源の活用と農産物の直売による山村の活性化 １７５
い夫婦がドライブがてらに，農産物を買い求め，他の観光地をめぐるのに，休
憩地として，絶好の地点に位置していることによるものである。「からり」の
来訪者の声を聞くと，古い内子の町並みを訪れているものが多く，長年にわた
る町の町並み保存活動にも強い敬意を表し，県下で最も多いという観光農園に
訪れている者も多い。直売所の繁栄は，町と町民の長年にわたる町並み保存運
動や中山間地を利用した観光農園の発展と相乗効果を発揮していることがわか
る。内子町は，ある点から見れば，平凡な一つの中山間地域であるかもしれな
い。しかしながら内子町の内包する地域資源に注目した河内町長や，一人一人
の地域住民の地域おこしの熱意が「直売所からり」の繁栄をもたらしたのでは
ないかと思う。
〔付記〕
本稿は２００５年３月日本地理学会春季学術大会において研究発表したものに，加筆・
修正したものである。資料収集に当たっては，内子町の河内紘一町長，当時の内子
町の森長照博助役，「からり」の稲田繁・久保義雄支配人，同高本厚美社長，山本真
二情報相談係長，観光ブドウ園の藤友光安夫妻・同藤田好秋夫妻をはじめ，取材に
応じて下さった多数の内子町の現地の方々には御協力を賜った。なお本研究は平成
１５・１６年度科学研究費補助金（基盤研究 C）「農林水産物の直売による農山漁村の活
性化に関する研究」（課題番号１５５００６９４）の一環であり，その研究費の一部を使用さ
せていただいた。
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２９）堀田学（２００２）：ファーマーズマーケットの今日的特質と定着方策，農村生活研究，第
４６巻第４号，pp.６～１４。
３０）鷹取泰子（１９５９）：埼玉県における共同経営農産物直売所の立地展開とその地域的性格，
埼玉地理１９，pp.１～１２。
３１）岡橋秀典（１９９７）：わが国農村における農産物直売法の展開とその存立形態，地域地理
研究２，pp.４４～５５。
３２）藤目節夫（２００３）：協働型まちづくりと地域自治－内子町を事例として－，いよぎん地
域経済研究センター，調査月報№１８１．
３３）藤目節夫（２００４）：愛媛県内子町のまちづくりと農産物直売所「からり」，愛媛大学法文
学部論集，人文学科編，第１７号。
３４）内子町の地域振興策は集落住民が立案するが，その独自性が尊重され，みるべき地域振
興策にのみ町予算が配分される。
３５）「からり」の命名は松山市のデザインオフィスであるが，果
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工を楽しむ里を意味し，から
りと晴れ晴れした気分，からりとすがすがしい時間，からりとした爽やかな出合いを楽し
むという願いを込めているという。
３６）小田川と中山川は共に一級河川の肱川の支流である。小田川は河川延長３６，３５０m，流域
面積６２．８であり，源流が四国山地の多雨地に属し，水量豊富でかつては木材の筏流しが
盛んであった。筏流しは１９４８年に終焉したが，むら興しとして復活した。中山川は小田
川の支流で河川延長２４，７２６m，流域面接４３．５である。
３７）「からり」の設立場所は，頭初は現地点より２．５中山川を遡った宿毛の谷底平野であっ
たが，現地点に立地していた製材工場が撤収し，そこに設立場所を変更したのである。
３８）藤目節夫の前掲書３３）によると，２００４年までに講演会・シンポジウム７３回，招聘講師
数は全国から延べ６８名，延べ参加者数５，０００人を超えているという。
３９）参加農家は当初８０人程度であり，売場面積は３０程度であった。施設建設費として内
子町は２００万円出費した。
４０）直売所運営協議会は，２００３年現在出荷者３５０人，運営委員３５人，専門部会としては，
明日のからりを考える会，イベント企画委員会，情報紙編集委員会，店舗レイア
ウト委員会，	加工品開発部会，
花部会がある。一方，あぐり運営協議会の２００５年現
在の構成員は農家の女性４３人である。専門部会には，飲食部，製部，製菓部，素材部，
総菜部がある。
４１）野菜のなかでもキュウリとイチゴは，栽培の歴史が古く，農協のキュウリ部会，イチゴ
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部会の組織が強く，「からり」への出荷比率が低いといえる。
４２）愛媛県高等学校教育研究会地理歴史・公民部会（１９９６）：『エコロジタウン内子の町並
みと人々のくらし』所収，pp.１６７～１７２。
４３）役場吏員の中心人物は岡田文淑氏であり，内子の町並み保存の意義を地区の住民にとい
てまわり，参加協力を依頼してまわったという。
４４）内子町の八日市・護国町並み保存センタ （ー２００５）：「内子の町並み保存」によると，１９７８
～２００４年の２７年間に，町並み保存に関して投じた国・県・町の補助金は約４億円であ
り，国費５８％，県費１０％，町費３２％であった。
４５）中四国農政局大洲喜多開拓事業所（１８８９）：「拓けゆく霧の郷」（大洲喜多建設事業のあ
ゆみ），３０８頁。
４６）観光農園での粗収入は，農協共販の出荷額に対して，単位数量当たり，だいたい倍額に
達するという。
４７）２．５haの観光ブドウ園のうち，自作ブドウ園は１haであり，１．５haは国営農地開発事業の
隣接の開発農地を，他の土地所有者から借地している。このような事例は観光ブドウ園に
は多い。
４８）受付簿には全来園者が住所・氏名を記入するわけではないが，記帳者のみから来園圏を
描いても，大きな誤謬はないといえる。
地域資源の活用と農産物の直売による山村の活性化 １７９
